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第
六
十
二
条
の
十
五
中
「
納
付
義
務
等
」
の
下
に
「
・
業
務
改
善
命
令
」
を
加
え
、「
、「
前
項
但
書
」
と
あ
る
の
は

「
第
六
十
二
条
の
十
五
（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び
保
税
展
示
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
に
お
い
て
準
用

す
る
前
項
た
だ
し
書
」
と
」
を
削
り
、「
第
六
十
二
条
の
十
」
と
」
の
下
に
「
、「
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
六
十
二
条
の
十
」
と
、「
保
税
蔵
置
場
」
と
あ
る
の
は
「
総
合
保
税
地
域
」
と
」
を
加
え
、「
前
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
の
十
（
外
国
貨
物
を
置
く
こ
と
等
の
承
認
）」と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」を「
前

条
第
一
項
の
承
認
又
は
指
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
の
十
（
外
国
貨
物
を
置
く
こ
と
等
の
承
認
）
の
承
認
」

と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
（
外
国
貨
物
を
置
く
こ
と
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
の
十
（
外
国
貨
物
を
置
く
こ
と
等
」
と
、
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
者
が
」
と
あ

る
の
は
「
法
人
（
当
該
法
人
以
外
に
当
該
総
合
保
税
地
域
に
お
い
て
貨
物
を
管
理
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
」
と
、「
者
に
対
し
、
第
四
十
三
条
第
十
一
号
（
許
可
の
要
件
）」と
あ

る
の
は
「
法
人
に
対
し
、
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
七
号
（
総
合
保
税
地
域
の
許
可
）」と
、
同
条
第
二
項
中「
者
」

と
あ
る
の
は
「
法
人
」
に
、「
第
四
十
八
条
の
二
第
四
項
中
「
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
六
十
二
条
の
十
五
（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び
保
税
展
示
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
に
お
い
て
準

用
す
る
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
」
と
、
同
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
五
項
」
に
、「
第

六
十
二
条
の
十
五
（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び
保
税
展
示
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
に
お
い
て
準
用
す
る

第
一
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
六
十
二
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
」
を
削
る
。

第
六
十
七
条
の
五
中
「
第
三
十
四
条
本
文
」
を
「
第
三
十
三
条
本
文
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
十
二
第
七
項
第
一
号
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四

十
一
条
の
三
」
を
「
第
四
十
一
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
第
三
項
中
「
適
用
法
令
）」の
下
に「
、
第
三
十
四
条
の
二（
外
国
貨
物
等
を
出
す
こ
と
の
確
認
義
務
）」

を
加
え
る
。

第
百
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
こ
と
」
を
「
こ
と
。」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
提
供
さ
せ
る
こ
と
」

を
「
提
供
さ
せ
る
こ
と
。」に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
四
号
の
二
中
「
こ
と
」
を
「
こ
と
。」に
改
め
、
同
項
第
六

号
中
「
）
さ
れ
た
」
を
「
）
が
さ
れ
た
」
に
、「
不
当
廉
売
さ
れ
た
」
を
「
不
当
廉
売
が
さ
れ
た
」
に
改
め
、「
行
つ
た

者
」
の
下
に
「
、
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
各
号
（
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
の
た
め
に
第
三
国
か
ら
輸
入
さ

れ
る
貨
物
等
に
対
し
て
課
す
る
関
税
）
に
掲
げ
る
貨
物
（
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
貨
物
に
あ
つ
て
は
指

定
貨
物
（
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
貨
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
正
常
価
格
（
同

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
正
常
価
格
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）よ
り
低
い
価
格
で
輸
出
の
た
め

に
販
売
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
貨
物
に
あ
つ
て
は
当
該
貨
物
を
原
料
又

は
材
料
の
一
部
と
し
て
生
産
さ
れ
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
貨
物
の
国
内
販
売
価
格
が
指

定
貨
物
の
正
常
価
格
よ
り
低
い
も
の
に
限
る
。）の
国
内
に
お
け
る
販
売
を
行
つ
た
者
、
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
第

三
号
に
掲
げ
る
貨
物
を
原
料
又
は
材
料
と
し
て
本
邦
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
貨
物
（
当
該
指
定
さ
れ
た
貨
物
の
国
内
販
売
価
格
が
指
定
貨
物
の
正
常
価
格
よ
り
低
い
も
の
に
限
る
。）の

国
内
に
お
け
る
生
産
又
は
販
売
を
行
つ
た
者
」
を
加
え
、「
こ
と
」
を
「
こ
と
。」に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
輸
出
し
た
者
」
を
「
輸
出
し
た
場
合
」
に
、「
者
を
含
む
。）」
を
「
場
合

を
含
む
。）に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
輸
入
し
た
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
る
。

第
百
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
運
送
し
た
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え

る
。第

百
十
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
十
一
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
十
二
条
第
一
項
中
「
者
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条
の
二
中
「
用
途
外
使
用
等
）（
」
を
「
製
造
用
原
料
品
の
減
税
又
は
免
税
）（
」
に
改
め
、「
第
十
九
条
第

二
項
」
の
下
に「（
輸
出
貨
物
の
製
造
用
原
料
品
の
減
税
、
免
税
又
は
戻
し
税
等
）」を
加
え
、「
用
途
外
使
用
等
）
の
」

を
「
軽
減
税
率
適
用
貨
物
の
用
途
外
使
用
の
制
限
等
）
の
」
に
、「
者
」
を
「
場
合
に
は
、当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
」

に
改
め
る
。

第
百
十
三
条
の
二
中
「
者
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
三
条
の
三

と
し
、
第
百
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
十
三
条
の
二

正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
百
二
十
一
条
第
一
項
（
臨
検
、
捜
索
又
は
差
押
え
等
）
の
規
定
に
よ

る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し

た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
十
四
条
の
二
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
者
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、「
提
示
し
て
貨
物
の
積

卸
し
を
し
た
者
」
を
「
提
示
し
て
貨
物
の
積
卸
し
を
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規

定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
中
「
者
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、「
提
出

し
な
か
つ
た
者
」
を
「
提
出
し
な
か
つ
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
中
「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
二
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
隠

し
た
者
」
を
「
隠
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、

同
条
第
七
号
中
「
第
三
十
四
条
の
二
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
、「
者
」
を「
と
き
。」に
改
め
、同
条
第
十
六
号
中「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
十
五
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
十
四
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
六
号
と
し
、
同
条
第
十
三

号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
者
」
を「
と
き
。」に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中「（
保
税
蔵
置
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）」を
削
り
、「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中「（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び
保
税
展
示
場
に
つ

い
て
の
規
定
の
準
用
）」を
削
り
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
（
業
務
改
善
命
令
）（
第
六
十
一
条
の
四
（
保
税

蔵
置
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）、
第
六
十
二
条
の
七
及
び
第
六
十
二
条
の
十
五
（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工

場
及
び
保
税
展
示
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
命
令
に

違
反
し
た
と
き
。

第
百
十
五
条
の
二
第
八
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
三
十
四
条
の
二
（
外
国
貨
物
等
を
出
す
こ
と
の
確
認
義
務
）
の
規
定
に
違
反
し
て
外
国
貨
物
（
信
書
及
び

輸
出
の
許
可
を
受
け
た
貨
物
を
除
く
。）又
は
輸
入
の
許
可
を
受
け
た
貨
物
を
保
税
地
域
か
ら
出
し
た
と
き
。

第
百
十
六
条
中
「
及
び
第
十
六
号
」
を
「
、
第
十
一
号
及
び
第
十
八
号
」
に
、「
者
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反

行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
第
一
項
中
「
第
百
十
二
条
ま
で
」
を
「
第
百
十
二
条
の
二
ま
で
」
に
、「
）、
第
百
十
二
条
の
二
（
用

途
外
」
を
「
・
用
途
外
」
に
改
め
、「
第
百
十
三
条
の
二
」
の
下
に「（
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
に
違
反
す
る
等
の
罪
）、

第
百
十
三
条
の
三
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
一
条
第
一
項
中
「
記
録
命
令
付
差
押
え
（
電
磁
的
記
録
を
保
管
す
る
者
そ
の
他
電
磁
的
記
録
を
利
用
す

る
権
限
を
有
す
る
者
に
命
じ
て
必
要
な
電
磁
的
記
録
を
記
録
媒
体
に
記
録
さ
せ
、
又
は
印
刷
さ
せ
た
上
、
当
該
記
録

媒
体
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
」
を
「
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め

る
方
法
に
よ
り
必
要
な
電
磁
的
記
録
を
提
供
す
る
こ
と
を
命
ず
る
命
令
（
提
供
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
及
び
提
供

の
方
法
を
指
定
し
て
す
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

電
磁
的
記
録
を
保
管
す
る
者

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
方
法

イ

電
磁
的
記
録
を
記
録
媒
体
に
記
録
さ
せ
又
は
移
転
さ
せ
て
当
該
記
録
媒
体
を
提
出
さ
せ
る
方
法

ロ

電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
電
磁
的
記
録
を
当
該
命
令
を
す
る
者
の
管
理
に
係
る
記
録
媒
体
に
記
録
さ
せ
又

は
移
転
さ
せ
る
方
法

二

電
磁
的
記
録
を
利
用
す
る
権
限
を
有
す
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
方

法
（
電
磁
的
記
録
を
記
録
媒
体
に
記
録
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。）
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